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概要

最近の衛星観測の実利用例

トルコ地震における緊急観測
〇2023年2月6日（日本時間）にトルコ南東部でマグニチュード7を超える地
震が2回発生し、センチネルアジアや国際災害チャータ等からの要請を受けて、
2月8日にALOS-2による緊急観測を実施。トルコ政府や国連世界食糧計画
（WFP)などの国際関係機関にデータを提供し活用された。
〇観測データの解析から、地震による顕著な地殻変動や建物被害が発生して
いると思われる変化が確認できた。また、当該情報は各国から派遣された緊急
援助隊でも活用された。

JAXAが運用する「だいち２号」（ALOS-2）では、地震・津波・火山噴火・台風・集中豪雨等の自然災害
等の発生時に、防災関係機関等からの要請に基づき緊急観測を実施し、観測結果を関係機関に提供する
と共に、JAXAのHPでも公開し、自然災害等による被災状況把握に活用されている。

地球観測衛星の運用状況
～自然災害等における「だいち2号」(ALOS-2)による緊急観測～

能登半島地震における緊急観測
〇2024年1月1日16時10分（日本時間）に能登半島でマグニチュード7.6
の地震が発生し、国内防災機関等からの要請を受けて、同日23時10分に発
災後最初の観測としてALOS-2による緊急観測を実施。関係機関への観測
データや解析結果の提供、観測データの公開を実施。
〇観測データは、政府による迅速な被災状況把握並びに国土地理院の解析
による最大約4mの隆起等の地殻変動の確認及び海岸線の変化検出に活
用された。 出典：国土地理院ウェブサイト

出典：Sentinel Asiaウェブサイト
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概要

防災・災害対応への貢献を目指した高分解能衛星の例

先進レーダ衛星 (ALOS-4) 

防災・減災、国土強靱化や気候変動を含めた地球規模課題の解決に向け、先進レーダ衛星 (ALOS-4) 
や、次期の官民連携光学観測事業をはじめとする新たな地球観測衛星の検討・開発を推進中。

地球観測衛星の開発状況

官民連携による光学観測事業構想

〇ALOS-2搭載Lバンド合成開口レーダ(SAR)の強みである地殻・地盤変動
観測を更に進化させ、超広域・高頻度観測により異変の早期発見が可能に。
〇ALOS-2で実現している全天候型の災害観測、森林管理、海氷監視、船
舶動静把握等の継続的かつより高度な活用を図るとともに、インフラ変位モニ
タのような新分野での利用の実用化を目指す。
〇2024年度に計画する打上げ・運用を着実に実施していく。

200 km幅50 km幅

ALOS-2 (3m分解能) ALOS-4 (3m分解能)

4倍に
拡大

観測幅の増大と観測の高頻度化

〇2023年3月の先進光学衛星(ALOS-3)喪失等をうけ、次期の光学観測の検
討を加速させ、2023年夏に新たな方向性を提示。2024年3月文部科学省より、
中長期的な将来像も踏まえた全体像やスケジュールを提示。
〇民間主体で国際競争力ある小型光学衛星による観測システム（コンステレー
ション）を開発するとともに、JAXA主体でこれと協調観測する高さ方向の高精度
観測を可能とする我が国初の高度計ライダー衛星の技術検討を実施。災害時
の土砂崩れ等の被災状況把握や、我が国独自の革新的な衛星3次元地理空
間情報を活用したハザードマップの整備、国土・森林管理等での活用を目指す。

平時ベースマップ観測
＋マルチビュー3D観測

災害等発生時
緊急観測

平時/有
事

高度計ライダ衛星 小型光学コンステ

ALOS-2 ALOS-4

定常観測の頻度
(3m分解能) 年4回 年20回

（2週に1回）

分解能40cm級・観測幅50km相当以上の小
型光学衛星観測システムを民間主体で段階的
に開発・実証し、JAXA主体で技術検討を進め
る高度計ライダーと組み合わせて我が国独自の
革新的な衛星3次元地形情報を生成。
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概要

衛星データ利用促進に関する取組事例

ALOS-2衛星データを用いた事業化実証

文部科学省・JAXAにおいて、地球観測衛星の開発・運用に加えて、衛星データの利用拡大に向けた実証
事業及び利用高度化のための研究開発についても推進。

衛星データ利用促進に関する取組状況

スターダストプログラムにおける衛星データ利用事業

〇利用者（自治体・民間）、データ解析事業者、大学・研究機関が連携して、
災害・インフラ監視、農林業・GXのテーマで実証。実証結果をもとに、ユーザ
ニーズの明確化や事業化に向けた課題・必要なアクションを抽出。
〇自治体等における衛星データ利用事業のモデルケースを増やしつつ、将来の
ALOS-4等の衛星データを利用したデータ販売事業やデータ解析事業等のビ
ジネス成立可能性を検討。

〇2023年度より、内閣府宇宙開発利用加速化戦略プログラム（スターダストプロ
グラム）を通じて、衛星データ利用に係る事業を開始。
〇利用者（自治体・民間）への衛星データ利用の実装・定着のためのパッケー
ジ（データセット・ツール等）の開発や、官民連携による光学観測事業構想も見
据えた三次元データを活用したデジタルツイン生成技術の開発等に取り組む。
〇GX分野では、衛星データ等を活用した森林バイオマス推定手法の開発や、環
境省や林野庁等と連携したカーボンクレジット算定への衛星データ利活用に係る
実証に取り組む。

森林バイオマス推定手法の開発イメージ
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